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藤

達

郎

は

じ

め

に

「
学
術
の
変
遷
の
上
に
在
る
者
、
三
国
の
際
よ
り
劇
し
き
は
莫
し
」（
王
国
維
「
漢
魏
博
士
考
」；

『
観
堂
集
林
』
巻
四
）。
こ
の
王
国
維

の
言
葉
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
漢
末
か
ら
魏
晋
時
代
に
か
け
て
の
時
期
、
社
会
上
の
巨
大
な
変
動
と
そ
れ
に
伴
う
思
想
・
文
化
面
に

お
け
る
大
き
な
転
換
の
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
時
期
に
魏
新
律
の
編
纂
、
泰
始
律
令
の
成
立
な
ど
法
制
史
上

の
大
き
な
画
期
の
あ
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
文
化
史
上
の
転
換
と
法
制
史
上
の
潮
流
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
従

来
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
そ
こ
で
は
特
に
儒
教
的
な
礼
教
意
識
の
高
ま
り
と
、
礼
的
規
範
と
し
て
の
法
典
成
立
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
き

（
�
）
た
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
大
き
な
枠
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
漢
末
に
起
き
た
あ
る
事
件
を
取
り
上
げ
、
そ

の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
当
時
を
代
表
す
る
知
識
人
の
ひ
と
り
応
劭
の
展
開
し
た
議
論
を
も
と
に
、
法
と
社
会
秩
序
を
め
ぐ
る
当
時
の
思
潮
の

一
端
を
う
か
が
っ
て
み
た
い
。

一



１

事
件
の
概
要

後
漢
末
、
霊
帝
の
光
和
年
間
（A

.D
.

178

〜183

）、
洛
陽
で
一
人
の
男
が
宮
殿
の
門
に
矢
を
射
か
け
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
を

記
す
『
続
漢
書
』
五
行
志
で
は
、
さ
ら
に
劉
昭
注
に
応
劭
の
『
風
俗
通
』
佚
文
を
引
き
、
そ
こ
で
は
よ
り
詳
し
く
事
件
の
次
第
に
つ
き
記

す
と
と
も
に
、
応
劭
自
身
の
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
現
代
語
訳
で
示

そ
う
。

霊
帝
の
光
和
年
間
、
洛
陽
の
平
民
男
性
の
夜
龍
な
る
者
が
、
弓
矢
で
宮
殿
の
北
門
を
射
撃
す
る
事
件
が
起
き
た
。
吏
が
身
柄
を
拘

束
し
て
尋
問
し
た
と
こ
ろ
、
答
え
て
言
う
に
は
「
貧
し
い
暮
ら
し
で
借
金
を
負
い
、
生
き
て
い
て
も
楽
し
く
な
い
の
で
弓
矢
を
買
っ

て
射
か
け
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
射
妖
（
射
撃
に
ま
つ
わ
る
奇
怪
事
）
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
そ
の
後
、
車
騎
将

軍
の
何
苗
は
兄
の
大
将
軍
・
何
進
と
と
も
に
軍
を
率
い
て
に
ら
み
合
い
、
互
い
に
攻
撃
し
て
宮
門
の
た
も
と
で
戦
い
、
苗
は
戦
死
し

軍
は
敗
れ
、
数
千
人
が
殺
さ
れ
、
洛
陽
宮
の
宮
人
た
ち
は
尽
く
焼
死
し
て
し
ま
っ
た
（
霊
帝
没
後
の
何
進
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
失
敗

と
、
そ
れ
に
続
く
袁
紹
ら
の
宮
廷
焼
き
討
ち
事
件
を
指
す
）。﹇
夜
龍
の
一
件
は
、
こ
の
事
件
の
予
兆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。﹈

注：

『
風
俗
通
』
に
い
う
。
龍
は
兄
の
陽
に
臘
銭
（
歳
末
の
臘
祭
の
た
め
の
銭
）
を
無
心
し
、
陽
の
側
で
は
、
龍
が
し
き
り
に
金
を

借
り
に
来
る
の
で
嫌
に
な
り
、
と
り
あ
え
ず
千
銭
を
渡
し
た
。
龍
は
こ
れ
を
不
満
に
思
い
、
陽
の
家
を
破
滅
さ
せ
よ
う
と
企
ん
で
、

そ
こ
で
弓
矢
を
携
え
て
玄
武
門
の
東
側
の
闕
（
門
楼
）
に
射
か
け
、
矢
を
三
発
発
し
た
所
で
吏
と
兵
士
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
罪
状

を
自
認
し
た
。
そ
こ
で
朝
廷
で
は
中
常
侍
・
尚
書
・
御
史
中
丞
・
直
事
御
史
・
謁
者
・
衛
尉
・
司
隷
校
尉
・
河
南
尹
・
洛
陽
令
を
現

後
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場
に
派
遣
し
た
。
応
劭
は
と
き
に
太
尉
府
の
議
曹
掾
（
太
尉
府
の
属
僚
の
一
、
諸
般
の
政
治
論
議
を
行
う
）
で
あ
っ
た
が
、
太
尉
の

鄧
盛
に
こ
う
申
し
上
げ
た
。「
そ
も
、
礼
制
の
上
で
闕
を
し
つ
ら
え
る
の
は
、
門
を
飾
り
、
天
子
の
尊
厳
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
こ

こ
に
教
令
を
掲
げ
て
、
民
に
礼
と
規
範
を
教
え
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
車
に
乗
る
者
も
こ
こ
を
通
過
す
る
と
き
は
下
車
し
、

歩
む
者
は
小
走
り
で
﹇
恭
謙
の
意
を
表
し
て
﹈
通
り
過
ぎ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
る
を
今
、
龍
は
あ
え
て
そ
こ
に
矢
を
射
か
け
る

と
は
、
意
は
上
を
侮
り
、
事
は
醜
悪
、
大
逆
の
罪
に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
﹇
太
尉
府
か
ら
も
﹈
担
当
者
を
派
遣
し
、
こ
の

た
び
の
異
変
の
調
査
に
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。」
鄧
盛
が
答
え
る
に
は
、「
盗
賊
の
取
り
締
ま
り
は
、
わ
が
府
の
所
轄
で
は

な
い
。
こ
こ
は
ま
ず
、
他
の
府
（
司
徒
府
、
司
空
府
を
指
す
で
あ
ろ
う
）
の
出
方
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。」
応
劭
は
そ
れ
に
対
し

て
言
っ
た
、「
か
つ
て
丞
相
の
�
吉
は
、
道
で
諍
い
事
が
生
じ
て
死
傷
者
が
出
て
い
る
の
を
放
置
し
、
闘
傷
の
こ
と
は
京
兆
尹
・
長

安
令
の
管
轄
ゆ
え
宰
相
の
任
で
は
な
い
、
と
し
ま
し
た
が
、
一
方
、
わ
ざ
わ
ざ
車
を
止
め
て
、
牛
が
あ
え
い
で
舌
を
出
し
て
い
る
訳

を
尋
ね
た
（『
漢
書
』
丙
吉
伝
）
の
は
、
決
し
て
人
を
軽
ん
じ
畜
類
を
重
ん
じ
た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陰
陽
の
気
が
調
和
し
な

け
れ
ば
き
っ
と
災
厄
が
起
こ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
か
ら
で
す
。
か
く
し
て
彼
の
属
僚
た
ち
は
感
服
し
、『
漢
書
』
は
政
治
の
大
本
に

通
達
し
た
そ
の
処
置
を
称
え
た
の
で
し
た
。
い
ま
、
龍
の
犯
し
た
事
件
に
よ
っ
て
朝
廷
内
外
は
騒
然
と
し
て
お
り
ま
す
。
�
吉
は
大

厄
の
予
兆
を
未
発
の
う
ち
に
防
い
だ
の
で
す
、
ま
し
て
や
か
く
も
明
白
に
不
善
の
萌
し
が
現
れ
て
は
、
手
を
打
た
ず
に
い
ら
れ
ま
し

ょ
う
か
。
閣
下
は
そ
も
そ
も
宰
相
の
大
任
に
あ
ら
れ
、
し
か
も
軍
事
の
総
括
を
職
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
辺
境
の
有
事
で
さ
え
そ
れ

を
大
事
件
と
申
し
ま
す
に
、
ど
う
し
て
お
そ
ば
で
叛
逆
が
萌
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
孔
子
が
魯
の
司
冦
（
司

法
大
臣
）
に
就
任
し
た
の
は
、
臨
時
の
職
と
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
彼
が
身
分
僣
越
の
萌
芽
を
摘
み
、
わ
ず
か
な
不
軌
の
予

兆
を
も
取
り
除
く
こ
と
に
努
め
る
と
、
就
任
三
月
に
し
て
悪
人
た
ち
は
国
外
に
逃
げ
、
村
の
門
を
閉
ざ
さ
ず
と
も
治
安
は
守
ら
れ
、

対
外
的
に
は
強
大
な
斉
国
に
奪
わ
れ
た
土
地
を
回
復
し
、
国
内
で
は
三
桓
氏
の
威
勢
を
削
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（『
史
記
』
孔
子

後
漢
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世
家
、『
左
伝
』
定
公
十
年
）。
魯
の
よ
う
な
小
国
で
す
ら
、
か
く
も
善
悪
の
取
捨
を
重
ん
じ
た
の
で
す
、
大
漢
の
朝
廷
で
そ
れ
が
行

わ
れ
な
く
て
よ
い
は
ず
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
閣
下
は
あ
っ
さ
り
と
、
そ
れ
は
ご
自
身
の
任
で
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
。
し
か
し

『
詩
経
』（
大
雅
文
王
）
に
も
申
し
ま
し
ょ
う
、
文
王
の
言
行
を
規
範
と
す
れ
ば
、
万
国
は
誠
信
を
示
す
、
と
。
人
々
を
導
く
た
め
に

法
を
定
め
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
、
必
ず
し
も
人
々
の
あ
り
方
に
倣
っ
て
法
を
定
め
る
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
こ
こ
に
至
っ
て
鄧

盛
も
大
い
に
悟
り
、
令
史
を
遣
わ
し
て
応
劭
に
わ
び
た
上
で
、
小
間
使
い
に
命
じ
て
応
劭
自
身
を
現
場
実
検
に
赴
か
せ
、
戻
っ
て
く

る
と
彼
は
見
分
を
委
細
に
皇
帝
に
報
告
し
た
。
や
が
て
霊
帝
よ
り
詔
が
下
り
、
悪
を
憎
む
こ
と
、
当
人
一
身
に
と
ど
め
よ
（『
公
羊

伝
』
昭
公
二
十
年
）
と
の
こ
と
で
、
龍
は
重
罪
に
処
さ
れ
た
が
、
陽
は
連
座
を
免
れ
た
。

（
霊
帝
光
和
中
、
雒
陽
男
子
夜
龍
以
弓
箭
射
北
闕
、
吏
収
考
問
、
辞
「
居
貧
負
責
、
無
所
聊
生
、
因
買
弓
箭
以
射
」。
近
射
妖
也
。
其

後
車
騎
将
軍
何
苗
、
与
兄
大
将
軍
進
部
兵
還
相
猜
疑
、
対
相
攻
擊
、
戦
於
闕
下
。
苗
死
兵
敗
、
殺
数
千
人
、
雒
陽
宮
室
內
人
焼
尽
。

注：

風
俗
通
曰
、
龍
従
兄
陽
求
臘
銭
、
龍
仮
取
繁
数
、
頗
厭
患
之
、
陽
与
銭
千
、
龍
意
不
満
、
欲
破
陽
家
、
因
持
弓
矢
射
玄
武
東

闕
、
三
発
、
吏
士
呵
縛
首
服
。
因
是
遣
中
常
侍
・
尚
書
・
御
史
中
丞
・
直
事
御
史
・
謁
者
・
衛
尉
・
司
隷
・
河
南
尹
・
雒
陽
令
悉
会

発
所
。
劭
時
為
太
尉
議
曹
掾
、
白
公
鄧
盛
、「
夫
礼
設
闕
観
、
所
以
飾
門
、
章
於
至
尊
、
懸
諸
象
魏
、
示
民
礼
法
也
。
故
車
過
者
下
、

步
過
者
趨
。
今
龍
乃
敢
射
闕
、
意
慢
事
醜
、
次
於
大
逆
。
宜
遣
主
者
参
問
変
狀
。」
公
曰
、「
府
不
主
盗
賊
、
当
与
諸
府
相
候
。」
劭

曰
、「
丞
相
�
吉
以
為
道
路
死
傷
、
既
往
之
事
、
京
兆
・
長
安
職
所
窮
逐
、
而
住
車
問
牛
喘
吐
舌
者
、
豈
軽
人
而
貴
畜
哉
、
頗
念
陰

陽
不
和
、
必
有
所
害
。
掾
史
尓
乃
悅
服
、
漢
書
嘉
其
達
大
軆
。
令
龍
所
犯
、
然
中
外
奔
波
、
�
吉
防
患
大
予
、
況
於
已
形
昭
晰
者

哉
。
明
公
既
処
宰
相
大
任
、
加
掌
兵
戎
之
職
、
凡
在
荒
裔
、
謂
之
大
事
、
何
有
近
目
下
而
致
逆
節
之
萌
者
。
孔
子
摂
魯
司
冦
、
非
常

卿
也
。
折
僣
溢
之
端
、
消
繊
介
之
漸
、
従
政
三
月
、
悪
人
走
境
、
邑
門
不
闔
、
外
収
強
齊
侵
地
、
內
虧
三
桓
之
威
。
区
区
小
国
、
尚

於
趣
舎
、
大
漢
之
朝
、
焉
可
無
乎
。
明
公
恬
然
謂
非
己
。
詩
云
、『
儀
刑
文
王
、
万
国
作
孚
。』
当
為
人
制
法
、
何
必
取
法
於
人
。」

後
漢
末
の
弓
矢
乱
射
事
件
と
応
劭
の
刑
罰
議
論

四



於
是
公
意
大
悟
、
遣
令
史
謝
、
申
以
鈴
下
規
応
掾
自
行
之
、
還
具
条
奏
。
時
霊
帝
詔
報
、
悪
悪
止
其
身
、
龍
以
重
論
之
、
陽
不
坐
。）

事
件
の
概
要
は
以
上
で
あ
る
。
一
介
の
貧
民
が
三
本
の
矢
を
宮
門
に
向
け
放
っ
た
、
高
々
そ
れ
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
が
、
時
の
朝

廷
に
与
え
た
動
揺
が
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
多
数
の
高
官
が
そ
の
実
地
見
分
に
動
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
と
り
わ
け
後
漢
末
、
皇
帝
と
王
朝
の
権
威
が
急
速
に
衰
退
に
向
か
う
時
期
だ
け
に
、
こ
と
は
重
大
で
あ
っ
た
。「
蒼
天
す
で
に
死

せ
り
、
黄
天
ま
さ
に
立
つ
べ
し
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
黄
巾
軍
が
蜂
起
し
官
府
を
焼
き
討
ち
す
る
の
は
こ
の
わ
ず
か
後
の
こ
と
で
あ

る
。
貧
民
の
夜
龍
（
こ
の
奇
妙
な
名
前
に
つ
き
応
劭
は
「
龍
な
る
者
は
陽
類
に
し
て
君
の
象
な
り
、
夜
な
る
者
は
不
明
の
応
な
り
」
と
注

釈
し
て
い
る
）
が
生
活
に
困
窮
し
て
自
暴
的
に
犯
行
に
及
ん
だ
と
い
う
事
実
の
背
後
に
も
、
黄
巾
の
乱
に
向
か
う
貧
富
の
拡
大
、
社
会
不

安
の
醸
成
と
民
衆
間
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
閉
塞
絶
望
の
空
気
が
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
う
し
た
時
代
風
潮
へ
の
認
識
、
危
機
感
が
一

層
、
朝
廷
に
早
急
厳
重
な
対
処
を
迫
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
こ
の
た
び
派
遣
さ
れ
た
高
官
の
う
ち
、
御
史
中
丞
・
司
隷
校
尉
は
非
違
の
検
挙
を
、
衛
尉
は
宮
殿
内
の
警
護
兵
の
統
率
を
そ
れ
ぞ

れ
掌
り
、
河
南
尹
・
洛
陽
令
は
洛
陽
宮
を
含
む
行
政
地
域
の
長
た
る
が
ゆ
え
、
そ
の
職
務
上
の
責
任
を
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
御
史
中
丞
は
「
百
寮
を
糾
察
す
」
る
（
衛
宏
『
漢
儀
』）
こ
と
を
本
来
の
任
務
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
一
平
民
の
事
件
に
も
動
員
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
事
件
が
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
皇
帝
の
至
尊
を
侵
犯
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
ゆ
え
、
特
別
の
重
視
を
受
け

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

御
史
中
丞
に
統
率
さ
れ
る
御
史
（
侍
御
史
）
も
非
違
の
挙
劾
を
職
掌
と
し
、
と
り
わ
け
、「
凡
そ
郊
廟
の
祠
及
び
大
朝
会
・
大
封
拝
に

は
、
則
ち
二
人
、
威
儀
を
監
し
、
違
失
有
れ
ば
則
ち
劾
奏
す
（
注：

蔡
質
漢
儀
に
曰
く
、
其
の
二
人
は
更
直
す
。
省
中
に
執
法
せ
る
者

は
、
皆
な
百
官
を
糾
察
し
、
州
郡
を
督
す
、
…
）」（『
続
漢
書
』
百
官
志
三；

直
事
御
史
と
は
、
こ
の
更
直
に
当
た
る
二
人
の
御
史
の
こ
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と
で
あ
ろ
う
）
と
あ
る
よ
う
に
祭
祀
朝
会
の
儀
礼
進
行
を
督
察
す
る
役
目
を
負
っ
た
。
ま
た
謁
者
は
「
賓
讃
し
事
を
受
く
る
を
掌
」
り

（『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
）、
中
で
も
常
侍
謁
者
五
人
は
「
殿
上
の
時
節
威
儀
を
主
る
」（『
続
漢
書
』
百
官
志
二
）
と
あ
る
ご
と
く
宮
中

儀
礼
の
進
行
を
つ
か
さ
ど
り
、
ま
た
出
で
て
は
天
子
の
特
使
と
し
て
地
方
視
察
、
特
派
兵
の
統
率
、
祭
儀
の
監
護
な
ど
の
任
務
を
帯
び

た
。
尚
書
は
も
と
天
子
の
書
記
局
と
し
て
置
か
れ
た
が
、
前
漢
後
期
以
降
、
次
第
に
政
治
の
枢
密
に
関
わ
る
事
務
全
般
を
処
理
す
る
よ
う

に
な
り
、
後
漢
に
は
政
務
の
中
枢
機
関
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。
加
え
て
、
大
逆
不
道
に
渉
る
大
罪
の
劾
奏
・
案
験
に
中
常

侍
な
ど
と
共
に
関
与
し
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
最
後
に
中
常
侍
は
宦
者
と
し
て
君
側
で
顧
問
応
対
に
与
る
枢
密
の
職
で
あ
っ
た
こ

と
、
と
く
に
霊
帝
期
は
い
わ
ゆ
る
十
常
侍
の
権
勢
を
極
め
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
諸

官
を
概
観
し
た
と
き
、
尚
書
・
中
常
侍
・
御
史
中
丞
・
直
事
御
史
は
形
式
的
な
が
ら
少
府
に
、
謁
者
は
光
禄
勲
に
属
し
て
お
り
、
天
子
の

側
近
に
近
し
い
官
職
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
か
つ
、
御
史
、
司
隷
校
尉
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
官
に
も
重
大
な
非
違
の

督
察
、
儀
礼
の
監
督
な
ど
に
関
わ
る
も
の
の
多
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
て
見
る
な
ら
、
こ
の
事
件
が
単
な
る
貧
民
の
不
法
行
為

で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
子
を
中
心
と
す
る
礼
的
秩
序
の
重
大
な
侵
害
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
官
僚
の
動
員
の
事
実
が

示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
確
か
め
る
前
に
、
応
劭
の
言
葉
に
あ
る
「
大
逆
」
の
法
概
念
に
つ
い
て
一
通
り
確
認

し
て
お
き
た
い
。

２

大
逆
罪
に
つ
い
て

応
劭
は
、
こ
の
事
件
を
「
盗
賊
の
こ
と
」
と
片
付
け
よ
う
と
す
る
太
尉
鄧
盛
に
対
し
、
こ
れ
が
「
大
逆
に
次
ぐ
」
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
漢
代
の
大
逆
罪
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
沈
家
本
、
程
樹
徳
ら
が
漢
律
の
集
成
分
類
を
行
う
中
で
取
り
上
げ
て
い
る
が
（『
漢
律
摭
遺
』

後
漢
末
の
弓
矢
乱
射
事
件
と
応
劭
の
刑
罰
議
論

六



（
�
）

『
漢
律
考
』）、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
を
加
え
た
の
は
大
庭
脩
氏
で
あ
っ
た
。
氏
は
「
漢
律
に
お
け
る
不
道
の
概
念
」
の
中
で
、

漢
代
に
お
い
て
不
道
罪
の
一
構
成
要
素
を
な
し
た
大
逆
罪
の
範
畴
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
内
容
と
し
て
①
皇
帝
位
の
簒
奪
・
廃
立

未
遂
、
②
皇
帝
の
身
へ
の
加
害
、
③
宗
廟
及
び
そ
の
器
物
の
破
壊
、
④
皇
帝
へ
の
呪
詛
、
⑤
国
家
、
皇
帝
へ
の
悪
言
、
⑥
皇
太
子
、
皇
子

へ
の
加
害
、
⑦
敵
国
へ
の
帰
順
な
ど
国
家
へ
の
背
反
行
為
（
唐
律
の
謀
叛
に
相
当
）、
を
挙
げ
て
い
る
（
分
類
な
ら
び
に
番
号
は
筆
者
に

よ
る
。
な
お
①
が
既
遂
、
即
ち
成
功
し
た
場
合
に
は
罪
に
問
わ
れ
ぬ
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
大
別
す

れ
ば
、（
ａ
）
皇
帝
も
し
く
は
皇
太
子
へ
の
直
接
的
な
危
害
行
為
（
①
、
④
、
⑥
）、（
ｂ
）
宗
廟
と
そ
の
付
属
物
の
物
的
毀
損
（
③
）、

（
ｃ
）
皇
帝
も
し
く
は
国
家
へ
の
侮
辱
行
為
（
⑤
）、（
ｄ
）
国
家
へ
の
背
反
行
為
（
⑦
）、
と
な
ろ
う
。
近
年
、
中
国
で
も
呂
麗
氏
が
漢
代

（
�
）

の
大
逆
罪
に
関
す
る
専
論
の
中
で
、
大
逆
罪
の
内
容
と
し
て
皇
帝
の
暗
殺
、
皇
帝
の
廃
立
、
皇
帝
へ
の
呪
詛
、
の
三
要
因
を
挙
げ
て
い
る

が
、
大
庭
氏
の
指
摘
し
た
（
ａ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ち
ょ
う
ど
該
当
す
る
。（
ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
漢
代
に
お
い
て
宗
廟
が
国
家
、
天
子

と
等
し
な
み
の
重
さ
を
以
て
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
か
の
酎
金
律
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
大
庭
氏
も
述
べ
る
よ
う
、
国
家
や

天
子
自
身
へ
の
危
害
が
「
危
宗
廟
」
の
表
現
を
も
っ
て
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
代
の
大
逆
罪
の
対
象
を
一
言
で
括
る
な

ら
、
国
家
・
天
子
へ
の
直
接
間
接
の
侵
害
行
為
、
と
言
い
表
し
う
る
。

と
こ
ろ
で
、
両
氏
が
挙
げ
た
諸
類
型
に
な
お
包
摂
さ
れ
ぬ
と
一
見
思
わ
れ
る
事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

漢
の
景
帝
時
、
廷
尉
囚
を
上
す
ら
く
、
防
年
の
継
母
陳
論
、
防
年
の
父
を
殺
し
、
防
年
因
り
て
陳
を
殺
す
、
律
に
依
る
に
、
母
を
殺

す
は
大
逆
を
以
て
論
ず
と
。
帝
之
を
疑
う
。
武
帝
、
時
に
年
十
二
、
太
子
為
り
て
旁
に
在
り
、
帝
遂
に
之
に
問
う
。
太
子
答
え
て
曰

く
、「
夫
れ
『
継
母
は
母
の
如
し
』
と
、
明
ら
け
し
母
に
及
ば
ざ
る
も
父
に
緣
る
の
故
に
、
之
を
母
に
比
す
る
な
り
。
今
、
継
母
無

狀
に
し
て
手
づ
か
ら
其
の
父
を
殺
せ
ば
、
則
ち
手
を
下
す
の
日
、
母
恩
は
絕
て
り
。
宜
し
く
殺
人
者
と
同
じ
う
す
べ
し
、
宜
し
く
大

逆
と
と
も
に
論
ず
べ
か
ら
ず
」
と
。
之
に
従
う
。（『
通
典
』
巻
一
六
六
）
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同
様
の
記
事
は
史
記
漢
書
に
は
見
え
ず
、「
律
に
依
る
に
、
母
を
殺
す
は
大
逆
を
以
て
論
ず
」
と
の
言
葉
が
果
た
し
て
本
当
に
漢
律
の
規

定
を
反
映
し
て
い
る
か
、
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
。
敢
え
て
解
す
る
な
ら
、
人
倫
の
大
綱
た
る
孝
を
破
る
行
為
が
道
徳
規
範
の
根
底
を
否

定
す
る
も
の
と
し
て
、
国
家
・
天
子
へ
の
叛
逆
と
同
等
に
扱
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

軹
に
儒
生
有
り
使
者
に
侍
し
て
坐
す
、
客
、
郭
解
を
誉
む
る
に
生
曰
く
、「
郭
解
は
専
ら
姦
を
以
て
公
法
を
犯
す
、
何
ぞ
賢
と
謂
わ

ん
や
」
と
。
解
が
客
聞
き
、
此
の
生
を
殺
し
、
其
の
舌
を
断
つ
。
吏
、
此
を
以
て
解
を
責
む
る
も
、
解
は
実
に
殺
せ
し
者
を
知
ら

ず
。
殺
せ
し
者
も
亦
た
竟
に
絕
ち
、
誰
た
る
や
を
知
る
莫
し
。
吏
、
解
を
奏
し
て
無
罪
と
す
。
御
史
大
夫
公
孫
弘
、
議
し
て
曰
く
、

「
解
、
布
衣
に
し
て
任
俠
を
為
し
権
を
行
い
、
睚
眥
を
以
て
人
を
殺
す
、
解
知
ら
ざ
る
と
雖
も
、
此
の
罪
、
解
の
之
を
殺
す
よ
り
甚

だ
し
。
大
逆
無
道
に
当
て
ん
」
と
。
遂
に
郭
解
翁
伯
を
族
す
。（『
史
記
』
游
侠
郭
解
伝
）

こ
の
事
例
で
は
、
大
侠
の
郭
解
が
些
細
な
怨
恨
に
よ
っ
て
殺
人
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
平
民
に
し
て
「
行
権
」
す
な
わ
ち

常
法
を
破
り
、
国
家
の
統
治
を
ゆ
る
が
す
も
の
と
し
て
、
大
逆
の
罪
に
よ
っ
て
断
罪
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
人
と
な
り
意
に
忌
み
、

外
は
寛
に
し
て
内
は
深
し
（
い
わ
ゆ
る
深
文
、
す
な
わ
ち
法
適
用
が
厳
酷
で
あ
る
）」（『
史
記
』
平
津
侯
列
伝
）
と
い
う
公
孫
弘
の
主
導

の
も
と
、
国
家
へ
の
背
反
行
為
と
し
て
拡
大
的
に
解
釈
さ
れ
た
事
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

右
扶
風
と
為
る
に
、
成
信
を
怨
み
、
信
、
亡
げ
て
上
林
中
に
蔵
れ
、
宣
、
�
令
を
し
て
信
を
格
殺
せ
し
む
る
に
、
吏
卒
、
信
と
格
す

る
の
時
、
射
て
上
林
苑
門
に
中
る
に
坐
す
。
宣
、
吏
に
下
さ
れ
罪
に
詆
て
ら
る
に
、
以
て
大
逆
と
為
し
、
族
に
当
た
り
自
殺
す
。

（『
史
記
』
酷
吏
減
宣
伝
）

こ
の
事
例
で
は
、
減
宣
が
怨
恨
を
持
つ
属
吏
の
成
信
を
�
県
の
吏
卒
に
格
殺
さ
せ
た
際
、
信
を
射
た
矢
が
誤
っ
て
上
林
苑
の
門
に
命
中
し

た
た
め
、
大
逆
の
罪
に
問
わ
れ
て
族
刑
に
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
上
林
苑
に
身
を
隠
し
て
い
た
成
信
を
攻
撃
す
れ
ば
、
御
苑
の
施
設

に
損
傷
を
き
た
す
恐
れ
が
予
見
さ
れ
な
が
ら
敢
え
て
格
殺
を
命
じ
た
所
に
、
宣
の
責
任
が
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
林
苑
は
も
と
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よ
り
禁
苑
と
し
て
天
子
の
専
有
物
に
属
し
、
し
か
も
そ
こ
は
宗
廟
祭
祀
の
犠
牲
を
供
す
る
場
で
も
あ
っ
た
（『
漢
書
』
循
吏
龔
遂
伝
「
水

衡
典
上
林
禁
苑
、
共
張
宮
館
、
為
宗
廟
取
牲
」）。
故
に
そ
の
門
も
天
子
と
宗
廟
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
酷
吏
（
宣
自

身
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
）
の
盛
ん
に
登
用
さ
れ
た
武
帝
後
期
の
苛
酷
な
法
適
用
を
背
景
と
し
つ
つ
、
天
子
宗
廟
へ
の
侵
害
に
亜
す
る
も
の

即
ち
間
接
的
侵
害
と
見
な
さ
れ
た
一
例
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
本
稿
で
取
り
上
げ
た
弓
矢
事
件
に
類
す
る
も
の
と
し
て
注
意
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
厳
酷
な
執
法
の
吏
に
よ
っ
て
、
個
々
の
事
件
が
時
に
拡
大
的
に
大
逆
の
範
畴
に
属
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る

傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
子
・
国
家
へ
の
侵
害
を
内
容
と
す
る
大
逆
罪
の
、
本
質
的
に
蔵
し
た
特
徴
で
あ
っ
た
。
何
を
以
て
天
子
や
国

家
の
象
徴
と
し
、
そ
れ
へ
の
背
反
と
捉
え
る
か
、
解
釈
に
幅
が
生
じ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
皇
帝
へ
の
呪
詛
や
悪
言
な
ど
の
行
為

は
、
そ
れ
が
明
瞭
な
物
証
を
伴
わ
な
い
以
上
、
間
々
伝
聞
に
依
ら
ざ
る
を
得
ず
、
故
に
巫
蠱
の
乱
で
は
大
逆
の
罪
に
連
座
し
た
者
た
ち
が

数
万
人
に
も
上
り
（『
漢
書
』
江
充
伝
）、
ま
た
後
漢
で
は
宦
官
侯
覧
の
兄
が
益
州
刺
史
と
し
て
「
民
に
豊
富
な
る
者
有
ら
ば
、
輒
ち
誣
す

る
に
大
逆
を
以
て
し
、
皆
な
之
を
誅
滅
し
、
財
物
を
没
入
す
」（『
後
漢
書
』
宦
者
侯
覧
伝
）
と
の
横
恣
を
極
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ

う
し
た
恣
意
性
ゆ
え
、
漢
末
、
曹
操
が
孔
融
を
刑
殺
し
た
際
に
も
、
彼
の
発
言
に
簒
奪
を
示
唆
し
朝
廷
を
誹
謗
す
る
語
の
あ
っ
た
廉
で
大

逆
罪
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（『
後
漢
書
』
孔
融
伝
。
但
し
『
三
国
志
』
崔
琰
伝
裴
注
の
同
様
の
記
事
に
は
大
逆
の
語
は
見
え
な

い
）。以

上
、
漢
代
に
お
い
て
大
逆
罪
は
皇
帝
と
そ
の
諸
子
へ
の
人
身
的
危
害
、
宗
廟
の
毀
損
、
お
よ
び
国
家
へ
の
反
逆
を
象
徴
す
る
行
為
に

対
し
て
引
き
当
て
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
対
象
範
囲
が
時
と
し
て
拡
大
的
に
解
釈
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
漢
律
の
概
念

は
次
の
三
国
魏
に
入
る
と
明
確
に
律
文
に
規
定
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

又
た
賊
律
を
改
め
、
但
だ
言
語
を
以
て
し
及
び
宗
廟
園
陵
を
犯
さ
ば
、
之
を
大
逆
無
道
と
謂
い
、
要
斬
す
。
家
属
従
坐
し
、
祖
父
母

・
孫
に
は
及
ば
ず
。
謀
反
大
逆
に
至
り
て
は
、
臨
時
に
之
を
捕
え
、
或
い
は
汙
瀦
し
、
或
い
は
梟
�
し
、
其
の
三
族
を
夷
げ
、
律
令
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に
は
在
ら
ず
、
悪
跡
を
厳
絕
す
る
所
以
な
り
。

「
た�

だ�

言
語
を
以
て
し
、
及
び
﹇
実
に
﹈
宗
廟
園
陵
を
犯
せ
ば
」、
す
な
わ
ち
一�

見�

軽�

微�

な�

言
語
に
よ
る
侵
犯
行
為
で
さ
え
大
逆
無
道
と
な

る
、
と
の
含
意
を
持
つ
表
現
か
ら
は
、
漢
代
い
わ
ば
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
っ
た
領
域
を
規
定
上
に
確
定
す
る
志
向
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

（
�
）

き
る
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
時
に
深
文
の
吏
に
よ
っ
て
大
逆
と
断
罪
さ
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
宗
廟
園
陵
へ
の
直
接
間
接
の
侵
犯
行
為

は
、
こ
こ
に
明
確
な
律
文
上
の
規
定
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
ま
た
、
漢
代
に
あ
っ
て
は
大
逆
の
一
範
畴
を
な
し
た
謀
反
が
「
謀

反
大
逆
」
と
し
て
分
離
さ
れ
、
別
格
の
重
刑
に
当
て
ら
た
こ
と
も
分
か
る
。
先
述
の
大
別
で
い
え
ば
（
ｂ
）（
ｃ
）
が
前
者
に
、（
ａ
）
が

後
者
に
、
大
き
く
は
分
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
（（
ｄ
）
は
曹
魏
代
に
は
詳
細
不
明
だ
が
、
後
に
唐
律
で
は
十
悪
の
一
つ
「
某
叛
」
と

し
て
某
反
・
某
大
逆
と
は
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
な
す
こ
と
に
な
る
）。

（
�
）

降
っ
て
唐
律
に
お
い
て
、
謀
反
、
謀
大
逆
は
そ
れ
ぞ
れ
十
悪
の
一
つ
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。『
唐
律
疏
議
』
名
例
律
に
次
の
よ
う
に
い

う
。

十
悪
、
…
…
一
に
曰
く
謀
反
（
謂
う
こ
こ
ろ
社
稷
を
危
う
く
す
る
を
謀
る
）、
…
…
二
に
曰
く
謀
大
逆
（
謂
う
こ
こ
ろ
宗
廟
・
山
陵

及
び
宮
闕
を
毀
つ
を
謀
る
）。
疏
議
に
曰
く
、
此
の
条
の
人
、
紀
を
干
し
順
を
犯
し
、
道
に
違
い
徳
に
悖
る
、
逆
こ
れ
よ
り
大
な
る

は
莫
し
、
故
に
大
逆
と
曰
う
。

（
�
）

こ
れ
に
つ
い
て
滋
賀
秀
三
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
現
代
人
は
大
逆
の
語
か
ら
至
尊
の
人
身
に
対
す
る
攻
撃
を
連
想
し
や
す
い
け
れ
ど
も
、
唐
律
で
は
そ
う
で
は
な
く
し
て
、
…
皇
帝
の

権
威
を
象
徴
す
る
重
要
な
営
造
物
を
破
壊
す
る
│
そ
れ
に
よ
っ
て
皇
帝
の
権
威
に
重
大
な
侮
辱
を
加
え
る
│
行
為
を
意
味
し
て
い
た
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。」

皇
帝
や
国
家
へ
の
直
接
の
危
害
を
謀
反
と
す
る
一
方
、
象
徴
的
建
造
物
へ
の
侵
害
を
大
逆
と
し
て
規
定
す
る
唐
律
の
概
念
が
、
曹
魏
に
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お
け
る
謀
反
大
逆
と
大
逆
無
道
の
分
離
に
淵
源
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
漢
代
の
大
逆
の
対
象
に
時
に
含
ま
れ
た
宮
闕
な
ど
の
毀
損
行
為
が
、
曹
魏
か
ら
唐
に
か
け
て
明
文
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
よ
り

重
大
な
罪
状
を
謀
反
と
し
て
分
離
し
て
い
く
さ
ま
を
簡
単
に
見
た
が
、
か
の
漢
末
に
お
け
る
宮
闕
乱
射
事
件
に
お
い
て
、
事
を
「
盗
賊
」

で
済
ま
そ
う
と
す
る
太
尉
鄧
盛
に
対
し
て
応
劭
が
そ
れ
を
「
大
逆
に
次
ぐ
」
も
の
と
主
張
し
た
、
の
み
な
ら
ず
時
の
朝
廷
が
先
述
の
ご
と

く
こ
の
事
件
に
深
甚
な
注
意
を
向
け
た
、
さ
ら
に
は
一
愚
民
が
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
兄
を
連
座
せ
し
め
う
る
と
考
え
た
、
そ
の
背
景
に
は

必
ず
や
こ
う
し
た
法
改
編
に
向
か
う
時
流
の
転
換
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
換
言
す
れ
ば
い
か
な
る
意
識
の
変
化
ゆ

え
、
こ
う
し
た
時
流
の
転
換
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
応
劭
自
身
の
言
説
と
思
想
の
中
に
そ
れ
を
読
み
取
っ
て
み
た
い
。

３

礼
と
法
を
め
ぐ
る
応
劭
の
考
え

池
田
秀
三
氏
は
、
応
劭
が
『
風
俗
通
』
の
中
で
国
家
秩
序
の
強
化
を
志
向
し
、
儒
家
な
が
ら
強
い
法
家
的
な
思
想
傾
向
を
見
せ
た
こ
と

（
�
）

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
彼
の
傾
向
は
、
こ
こ
で
の
議
論
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
乱
射
事
件
を
応
劭
が
重
大
視
し
た

の
は
、
ま
ず
射
撃
対
象
と
な
っ
た
門
闕
が
「
天
子
の
尊
厳
を
明
ら
か
に
し
（
章
於
至
尊
重
）」、
さ
ら
に
「
民
に
礼
と
規
範
を
教
え
る
（
示

（
�
）

民
礼
法
）」
場
所
で
あ
っ
た
が
た
め
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
そ
こ
に
矢
を
射
か
け
る
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
門
闕
に
破
損
を
も
た
ら
さ
ず
と

も
、「
上
を
侮
る
」、
す
な
わ
ち
究
極
的
に
は
皇
帝
へ
の
侮
辱
行
為
と
な
り
、
か
つ
、
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
身
分
秩
序
す
な
わ
ち
礼
の
侵
犯

と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
が
民
へ
の
礼
教
宣
布
の
象
徴
的
場
所
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

礼
楽
崩
落
へ
向
か
お
う
と
す
る
動
乱
の
世
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
漢
末
魏
晋
の
人
々
は
礼
に
基
づ
く
身
分
秩
序
の
立
て
直
し
を
強
く
意
識
し

た
。
│
「
こ
の
頃
、
世
は
乱
れ
、
民
は
長
上
を
凌
ご
う
と
し
て
お
り
ま
す
ゆ
え
、
い
か
に
努
め
て
君
を
尊
び
臣
を
卑
下
し
よ
う
と
も
、
ま
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だ
足
り
ま
せ
ぬ
（
間
者
世
乱
、
民
陵
其
上
、
雖
務
尊
君
卑
臣
、
猶
或
未
也
）」（『
三
国
志
』
巻
十
一
、
袁
渙
伝
注
引
魏
書
）、「
上
古
の
聖

人
は
嫡
庶
の
別
を
設
け
、
秩
序
崩
壊
の
兆
し
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
ま
し
た
が
、
い
か
に
そ
の
防
備
を
確
然
と
設
け
よ
う
と
も
、
な
お
身

分
僣
越
が
起
こ
る
も
の
で
す
（
先
聖
殊
嫡
庶
之
別
、
以
絕
陵
替
之
漸
。
峻
明
其
防
、
猶
有
僣
違
）」（『
晋
書
』
礼
志
下
、
摯
虞
上
疏
）。
こ

う
し
た
言
説
（
そ
れ
自
体
は
『
礼
記
』
坊
記
な
ど
に
典
故
を
持
つ
で
あ
ろ
う
）
に
通
底
す
る
考
え
を
、
応
劭
の
言
葉
の
中
に
も
明
確
に
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
漢
の
丙
吉
が
「
大
厄
の
予
兆
を
未
発
の
う
ち
に
防
」
ぎ
、
孔
子
が
「
身
分
僣
越
の
萌
芽
を
摘
み
、
わ
ず
か
な

不
軌
の
予
兆
を
も
取
り
除
い
た
」
こ
と
を
歴
史
上
の
模
範
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
彼
は
こ
の
た
び
の
事
件
が
、
来
る
べ
き
秩
序

崩
壊
へ
の
明
白
な
萌
し
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
へ
の
強
い
対
応
を
迫
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
た
め
に
は
宰
相
の
一
人
た
る
鄧
盛
が
率

先
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
が
、『
詩
経
』（
大
雅
文
王
）
の
詩
句
を
引
い
て
述
べ
ら
れ
る
。「
文
王
の
言
行
を
規
範
と
す
れ
ば
、
万
国

は
誠
信
を
示
す
（
儀
刑
文
王
、
万
国
作
孚
）」。
す
な
わ
ち
国
の
頂
点
に
立
つ
者
が
率
先
し
て
礼
教
を
履
行
し
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

土
の
臣
民
は
誠
信
順
良
と
な
り
帝
王
の
号
令
に
服
す
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
彼
は
法
た
る
も
の
、
上
が
率
先
し
て
下
々
を
風
教
に
導
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
直
訳
す
れ
ば
「
人
が
た
め
に
法

を
定
め
る
べ
し
（
当
為
人
制
法
）」、
と
は
即
ち
、
先
掲
の
訳
文
に
既
に
解
釈
を
反
映
し
て
い
る
通
り
、
上
に
立
つ
者
が
率
先
し
て
「
人
の

（
�
）

た
め
」、
臣
民
の
た
め
に
法
を
定
め
、
彼
ら
を
導
い
て
い
く
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
そ
れ
と
対
置
さ
れ
る
、
こ
れ

も
直
訳
す
れ
ば
「
法
﹇
の
趣
旨
﹈
を
人
よ
り
取
る
（
取
法
於
人
）」
と
は
逆
に
、
臣
民
の
現
実
の
様
態
に
即
し
て
法
を
定
め
る
、
の
意
と

（
�
）

な
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
、
同
じ
く
既
に
訳
文
に
反
映
さ
せ
た
通
り
で
あ
る
。
応
劭
は
、
前
者
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
転
換
期

に
お
け
る
法
の
改
定
、
厳
刑
化
を
主
張
す
る
。
先
に
述
べ
た
三
国
期
に
お
け
る
大
逆
罪
を
め
ぐ
る
法
の
改
編
は
、
こ
う
し
た
彼
の
主
張
に

ま
さ
し
く
沿
う
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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４

お
わ
り
に

応
劭
は
以
上
の
議
論
の
中
で
、
礼
的
秩
序
の
重
視
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
刑
罰
の
厳
正
化
を
主
張
し
た
。
ま
た
そ
う
し
た
主
張
は
、
当
時
の

思
潮
の
ひ
と
つ
の
現
れ
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
見
る
な
ら
、
漢
末
魏
晋
期
に
お
け
る
肉
刑
復
活
の
議
や
律
令
法
典
の
編
纂
な
ど
に
見
ら

れ
る
刑
法
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
、
礼
学
議
論
の
隆
盛
や
礼
典
編
纂
に
見
ら
れ
る
礼
の
重
視
と
は
、
密
接
な
内
的
連
関
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
、
当
時
の
不
安
定
な
社
会
国
家
の
情
勢
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
朝
野
に
於
け
る
秩

序
再
構
築
へ
の
模
索
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
以
上
か
ら
う
か
が
い
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
か
つ
て
別
稿
で
応
劭
の
『
漢
官

（
�
）

儀
』
が
時
代
転
換
期
を
象
徴
す
る
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
以
上
に
み
た
彼
の
刑
罰
と
礼
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
同
様
に
、
漢
代

か
ら
魏
晋
時
代
へ
か
け
て
の
制
度
上
・
文
化
史
上
の
一
転
換
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
）
魏
晋
時
代
の
法
典
編
纂
と
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
堀
敏
一
「
晋
泰
始
律
令
の
成
立
」（
原
載
『
東

洋
文
化
』
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
同
氏
『
律
令
制
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
に
再
収
）、
冨
谷
至
「
晋
泰
始
律

令
へ
の
道
」
第
一
、
二
部
（『
東
方
学
報
』
七
二
、
七
三
、
二
〇
〇
〇
年
、
〇
一
年
）
な
ど
。
ま
た
魏
晋
律
と
儒
教
的
規
範
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
祝
総
斌
「
略
論
晋
律
之
�
儒
家
化
�」（
原
載
『
中
国
史
研
究
』
一
九
八
五
│
二
、
の
ち
同
氏
『
材
不
材
斎
史
学
叢
稿
』
中
華
書

局
、
二
〇
〇
九
年
に
再
収
）
な
ど
。

（
２
）
大
庭
脩
「
漢
律
に
お
け
る
不
道
の
概
念
」（
原
載
『
東
方
学
報
』
二
七
、
一
九
五
七
年
、
の
ち
同
氏
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一

九
八
二
年
に
再
収
）。

（
３
）
呂
麗
「
漢
�
謀
反
�、�
大
逆
�、�
大
逆
不
道
�
辨
析
」（『
社
会
科
学
戦
線
』
二
〇
〇
三
│
六
）。

（
４
）
内
田
智
雄
氏
も
『
晋
書
』
刑
法
志
の
こ
の
一
条
に
つ
き
「
か
か
る
言
語
を
も
っ
て
天
子
に
不
敬
を
な
す
行
為
や
、
天
子
の
宗
廟
や
園
陵
を
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冒
涜
毀
損
す
る
行
為
を
、
従
来
は
大
逆
無
道
あ
る
い
は
大
逆
不
道
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
に
示
す
も
の
」
と
す
る
（「
魏
律
「
序

略
」
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
（
下
）」、『
同
志
社
法
学
』
五
七
号
、
一
九
六
〇
年
）。
但
し
漢
代
す
で
に
そ
れ
ら
が
大
逆
と
さ
れ
る
場

合
の
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

（
５
）
唐
律
に
先
ん
じ
て
、
北
斉
律
で
は
「
一
曰
反
逆
、
二
曰
大
逆
」、
隋
律
で
は
「
又
置
十
悪
之
条
、
多
採
後
斉
之
制
而
頗
有
損
益
、
一
曰
謀

反
、
二
曰
謀
大
逆
、
…
」（『
隋
書
』
刑
法
志
）
と
あ
る
。

（
６
）
『
訳
注
日
本
律
令
五

唐
律
疏
議
訳
注
篇
一
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
）。

（
７
）
池
田
秀
三
「『
風
俗
通
義
』
研
究
緒
論
（
上
）」・「
同
（
下
）」（『
中
国
古
典
研
究
』
三
八
・
三
九
号
、
一
九
九
三
・
一
九
九
四
年
）。

（
８
）
こ
の
文
に
お
け
る
「
法
」
を
規
範
と
訳
し
た
の
は
、「
礼
法
」
の
語
の
当
時
に
お
け
る
一
般
的
用
例
に
照
ら
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
「
法
」
が
広
く
規
範
一
般
を
含
意
し
な
が
ら
、
特
に
法
律
を
強
く
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
文
章
全
体
が
不

法
行
為
と
刑
罰
に
関
わ
る
議
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
後
出
の
「
法
」
は
敢
え
て
法
律
と
訳
し
た
が
、
そ
こ
で
も
な

お
規
範
一
般
が
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
９
）
な
お
、
こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
と
き
、
彼
に
お
け
る
礼
・
法
を
め
ぐ
る
思
想
が
、
荀
子
の
そ
れ
に
極
め
て
近
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

例
え
ば
『
荀
子
』
性
悪
篇
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

古
者
聖
王
以
人
性
悪
、
以
為
偏
険
而
不
正
、
悖
乱
而
不
治
、
是
以
為
之
起
礼
義
、
制
法
度
、
以
矯
飾
人
之
情
性
而
正
之
、
以
擾
化
人
之

情
性
而
導
之
也
、
始
皆
出
於
治
、
合
於
道
者
也
。

人
の
本
来
の
性
を
悪
と
し
「
之
が
為
に
礼
儀
を
起
こ
し
法
度
を
制
す
」
と
の
表
現
が
、
応
劭
の
「
人
が
為
に
法
を
制
す
」
と
の
言
葉
に
通

底
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
応
劭
に
お
け
る
荀
子
の
影
響
に
つ
い
て
は
池
田
氏
も
示
唆
し
て
お
り
、
ま
た
後
漢
末
の
思
想
家
た
ち

に
お
け
る
荀
子
の
広
範
な
影
響
に
つ
い
て
は
馬
積
高
氏
が
詳
述
す
る
（『
荀
学
源
流
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
馬
氏
は
そ
の

著
書
の
中
で
応
劭
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
彼
も
荀
学
を
継
承
す
る
学
者
の
一
人
と
し
て
数
え
入
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
後
漢
末
に
お
け
る
思
想
的
潮
流
の
一
環
と
し
て
以
上
の
応
劭
の
議
論
を
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
１０
）
類
似
の
表
現
と
論
理
は
、
た
と
え
ば
『
淮
南
子
』
泰
族
訓
に
も
見
え
る
。

聖
人
之
治
天
下
、
非
易
民
性
也
、
拊
循
其
所
有
而
滌
蕩
之
、
故
因
則
大
、
化
則
細
矣
。
…
…
故
先
王
之
制
法
也
、
因
民
所
好
而
為
之
節

文
也
。
…
…
人
之
性
有
仁
義
之
資
、
非
聖
人
為
之
法
度
而
教
導
之
、
則
不
可
使
郷
方
。
故
先
王
之
教
也
、
因
其
所
喜
以
勧
善
、
因
其
所
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悪
以
禁
姦
、
故
刑
罰
不
用
而
威
行
如
流
、
政
令
約
省
而
化
耀
如
神
。
故
因
其
性
則
天
下
聴
従
、
沸
其
性
則
法
県
而
不
用
。
昔
者
、
五
帝

三
王
之
�
政
施
教
、
必
用
参
五
。
何
謂
参
五
。
仰
取
象
於
天
、
俯
取
度
於
地
、
中
取
法
於
人
、
…
…

応
劭
の
議
論
が
、
こ
う
し
た
道
家
的
な
法
、
治
道
に
関
す
る
議
論
を
意
識
し
、
そ
れ
へ
の
反
論
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

後
漢
後
期
の
綱
紀
紊
乱
に
対
し
て
法
治
の
強
化
を
説
い
た
崔
寔
が
、
そ
の
著
『
政
論
』（『
後
漢
書
』
本
伝
所
引
）
の
中
で
や
は
り
次
の
よ

う
に
道
家
の
治
道
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

夫
熊
経
鳥
伸
（『
荘
子
』
刻
意
篇
）、
雖
延
歷
之
術
、
非
傷
寒
之
理
。
呼
吸
吐
納
（『
淮
南
子
』
精
神
訓
）、
雖
度
紀
之
道
、
非
続
骨
之
膏
。

蓋
為
国
之
法
、
有
似
理
身
、
平
則
致
養
、
疾
則
攻
焉
。
夫
刑
罰
者
、
治
乱
之
薬
石
也
。
德
教
者
、
興
平
之
梁
肉
也
。
夫
以
德
教
除
残
、

是
以
梁
肉
理
疾
也
。
以
刑
罰
理
平
、
是
以
薬
石
供
養
也
。
方
今
承
百
王
之
敝
、
値
厄
運
之
会
。
…
…

（
１１
）
「
応
劭
「
漢
官
儀
」
の
編
纂
」（『
関
西
学
院
史
学
』
三
三
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
夏
に
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
に
お
け
る
学
術
会
議
で
行
っ
た
同
題
の
発
表
を
も
と
に
加
筆
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
会
議
の
席
上
で
貴
重
な
意
見
を
賜
っ
たE

m
m

erich

教
授
、
徐
世
虹
教
授
は
じ
め
諸
氏
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。）
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